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社 

会 

的 

・ 

職 

業 

的 

自 

立 

主
体
的
な
進
路
選
択 

キ ャ リ ア 教 育 の 全 体 像  

中 学 校 

高 等 学 校 

目標 

 自分の個性や興味・関

心に基づいて、よりよい

進路選択ができ、自分の

目標に向かって継続的に

努力できるようにする。

目標 

 一人一人の社会的、職

業的自立に向けて必要

な基盤となる能力や態

度を育成する。 
発達段階を踏まえたキャリア教育の推進 

自

分

ら

し

い

生

き

方 

の 

実

現

・

夢

の

実

現

希 

望 

す 

る 

進 

路 

の 

実 

現 

目標 

 身の回りの仕事や環境へ

の関心・意欲を高め、夢や

希望がもてるようにする。

小 学 校 

 

大 学 等 

高等教育機関 

 

人間関係形成・社会形成能力         自己理解・自己管理能力 
  ・他者の個性を理解する力         ・自分の役割を理解し、前向きに 

                         考える力 

  ・他者に働きかける力           ・自己の動機付け  
課題対応能力              キャリアプランニング能力 

  ・情報の理解・選択・処理         ・学ぶこと、働くことの意義や 

  ・本質の理解、原因の追求          役割の理解 

  ・計画立案、実行力            ・将来の設計  
※中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育のあり方について（答申）」〈H23.1.31〉より 

キャリア教育で育成すべき４つの力 

キャリア教育とは 
 

○「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」 
 

※文部科学省「小学校キャリア教育の手引き」〈H22. 1月〉より 

１

小学部の目標 

 見学や体験的な活動を

通して身の回りの仕事に

関心をもつ。 

高等部の目標 

 就業体験等を通して、

主体的に適切な進路選

択ができるようにする。 
中学部の目標 

 さまざまな体験活動等

を通して、働くことの楽

しさや厳しさに気付く。

特別支援学校 



愛知県におけるキャリア教育の取組状況 
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自
分
ら
し
い
生
き
方
の
実
現

・ 

夢
の
実
現

主
体
的
な
進
路
選
択 

 
 
 

社
会
的
・
職
業
的
自
立 

キャリア 
教育会議 

 

愛
知
県
が
進
め
る
べ
き 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の 

在
り
方
の
提
言 

 

提
言
を
受
け
て
実
践
的
な
検
討 

①
小
中
学
校
部
会 

②
高
等
学
校
部
会 

③
特
別
支
援
学
校
部
会 

キャリア 
教育推進 
委員会 

キャリア教育ノートの活用 

○夢をはぐくむ 

あいち・モノづくり体験事業 

 

・県内の全市町村各１校（５３ 

校）で、高学年児童を対象に、 

  モノづくり体験講座を実施 

 

○市町村における取組 

 

・「総合的な学習の時間」等で、 

地域の人材を活用した体験活動 

を展開 

小 学 校 

○インターンシップ 

・全ての県立高校（全日制）で実施 

※在学中に取り組んだ生徒の割合 

（Ｈ２２～２４） 

普通科 12.5％ 職業学科 43.3％ 

○キャリアリンク講座 

・工業科を除く専門高校生を対象と 

 した、社会人等による実践的指導 

 ※４２校 延べ２３９時間実施（H24） 

○地域ものづくりスキルアップ講座 

・工業高校生対象の専門的現場実習 

※１７校１８６名参加 

 １０日程度の期間で実施（H24） 

高 等 学 校 

○あいち・出会いと体験の道場 

推進事業 

・県内の全中学校３０７校にお 

いて、全生徒を対象に、５日 

間程度の職場体験を実施 

 ※職場体験の実施平均日数 

 Ｈ２２  全国  2.9 日 

      愛知県  3.4 日 

（全国４７都道府県中１０位） 

＊「職場体験・インターンシップ実施状況等 

  経年変化に関する報告書・平成 16～22 年度」

    国立教育政策研究所（Ｈ24 年１月）より

【本課データ：Ｈ２４ 愛知県 4.2 日】

中 学 校 

特別支援学校

○就労支援推進事業 

 ・１～３年生を対象に、企業で 

の長期間現場実習と、県立学 

校での就業体験を実施 

 

○チャレンジ体験推進事業 

・３年生を対象に、地域の店、 

工場、福祉施設等の見学、就 

労準備体験を実施 

 

○ふれあい発見推進事業 

・６年生を対象に、近隣の商店 

や量販店、工場等で働く人の 

見学を実施 

小 学 部 中 学 部 高 等 部 

＜課題＞ 

・生き方指導を踏まえた進路指導へ

 の転換  

＜課題＞ 

・キャリア教育の視点からこれまで

 の教育活動を見直すこと 

（当番活動等）

＜課題＞ 

・普通科におけるキャリア教育の充実 

２



 

 

 

 

 

 

 

 高等学校段階 

   持ち上がり～累積 

 

 

 

 

 

 

 

  中学校段階 

   持ち上がり～累積 

 

 

 

 

 

 

  小学校段階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛知県教育委員会 義務教育課 キャリア教育ノート 「夢を見つけ 夢をかなえる航海ノート」（平成２３年度作成） 
 

○キャリア教育の目的やその進め方をはじめ、小・中・高等学校の各段階における具体的な授業場面や行事等の

体験活動で学んだことを書き留めることができるノート。 
 
○小・中・高等学校の１２年間にわたり累積保存し、節目ごとに自分の成長を振り返り、自己の将来や就きたい

職業を考えることで、社会的・職業的自立の基盤となる能力や態度を育成。 

小学校 ５年 「モノづくり体験活動」の例 

 
ノート 

 
小学校 
小学部 

 
キャリアノート 

 
小学校 

 
ノート 

 
中学校 
中学部 

 
キャリアノート 

 
小学校 

 
キャリアノート 

 
小学校  
ノート 

 
高等学校 
高等部 
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全国
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専門学科 
 
総合学科 

（職業
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全日制課程

全日制高等

全日制高等

.8%
25.6%

4% 24.3% 2

2 H14 H

課程高校

高等学校

24.1%

69.4%

1.0%

5.5%

愛知

職業学

そ の 

業教育

職業学科の

程生徒数に

等学校職業

等学校の普

25.1%

4.5% 24.6%

H16 H18

校在籍者数

校生徒数の

15.2%

76.7%

2.4%

5.7%

東京

科… 農業

他… 体育

）の現

の生徒数

に対する

業学科別

普通科以

24.1%

23.

% 24.4% 24

H20 H2

数に対する

の主な都府

11.0%

78.1%

2.9%

8.0%

神奈川

業・工業・

育、音楽、

現状に

の割合を

職業学科

生徒数の

外の生徒

5%
23.3%

4.3%
24.1%

22 H24

る職業学科

府県との比

13.8%

71.0%

8.3%

7.0%

大阪

商業・水産

美術、外国

ついて

を都道府県

科の生徒数

の比率は、

徒数の推移

全国の職

愛知の職

科生徒数の

比較（H24）

総合

その他の

普通科

職業学科

産・家庭・

国語、国際

て 

県別に見る

数の比率は

全国の傾

移を見ると

職業学科の比

職業学科の比

の本県及

） 

の専門学科

科

看護・福祉

際関係等 

ると、本県

は年々減少

傾向と大き

と、平成 1

比率

比率

び全国の

祉等 

県は、東京

少。本県は

きな差はな

15 年度か

の比率 

京、神奈川

は、およ

ないが、家

から平成 2

４

３

川、大阪

そ 24％を

家庭科は

24 年度の

本県の公

本県の公

0

10,000

20,000

30,000

40,000

阪などの都

を維持。

は他県に比

の 10 年間に

公立全日

公立全日

3,671 3,651

13,038 12,85

12,002 11,80

3,242 3,157

869 1,383

H15 H16

商業
35.3%

水産
1.4%

家
9

都市部の中

比べ割合が

において職

制課程高

制課程の

1 3,547 3,3

59 12,668 12,

0 11,349 10,

7 3,395 
3,3

3 
2,609 3,5

6 H17 H

家庭
9.1%

看
0.8

中では職業

が高い（全

職業学科

高等学校の

の職業学科

361 3,267 

316 12,143 

872 10,487 1

300 3,253 

567 4,680 
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農業
11.8%
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8%

福祉
1.4%

業学科の割

全国：4.8

科の要素を

の学科別生

科別生徒数

3,246 3,307 

12,226 12,275 
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3,123 2,869 

5,345 6,218 

H20 H21

工
4

割合が高い

8％ 本県

をもつ総合

生徒数の推

数の割合

3,486 3,60

12,518 12,50

10,824 10,93

2,774 2,81

6,704 6,97
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工業
0.2%

い。 

県：9.1％
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（H24）
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福

）。 
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総合
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看護
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） 

専門学科
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１ 本県新規高等学校卒業者学科別進路状況（H24 国・公・私立、全・定の計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  卒業者数 
大学等進学者 
（通信教育、放送大学を含む） 

専修学校 
(専門課程) 
進学者 

専修学校 
(一般課程) 
各種学校 

公共職業 
能力開発 
施設等 

就職者数 
 （左記進学者のうち就職
している者を含む） 

一 時 的
な 仕 事
に 就 い
た者 

無業者数 
（左記以外で死
亡・不詳を除く）

平

成 

24

年

３

月 

普通 44,411 31,415 (70.7%) 4,738 3,599 63 2,762 ( 6.2%) 466 1,362

農業 1,089 143 (13.1%) 230 57 3 614 (56.4%) 29 13

工業 5,520 737 (13.4%) 677 18 7 3,949 (71.5%) 35 85

商業 4,771 1,003 (21.0%) 1,015 85 2 2,342 (49.1%) 134 185

水産 144 29 (20.1%) 19 0 2 86 (59.7%) 7 1

家庭 1,367 417 (30.5%) 445 20 0 416 (30.4%) 19 50

看護 123 76 (61.8%) 17 0 0 30 (24.4%) 0 0

福祉 140 22 (15.7%) 24 0 0 86 (61.4%) 5 3

その他 674 485 (72.0%) 32 43 0 53 ( 7.9%) 3 58

総合 2,345 1,144 (48.8%) 567 17 0 531 (22.6%) 34 54

合 計 60,584 35,471 (58.5%) 7,764 3,839 77 10,869 (17.9%) 732 1,811

区  分 計 
農業、林
業 

漁業 

鉱業、砕
石業、砂
利採取
業 

建設業 製造業 

電気・ガ
ス・熱供
給・水道
業 

情報通
信業 

運輸業、
郵便業 

卸売業、
小売業 

金融業、
保険業 

不動産
業、物品
賃貸業 

学術研
究、専
門・技術
サービ
ス業 

宿泊業、
飲食サ
ービス
業 

生活関
連サー
ビス業、
娯楽業 

教育、 
学習支
援業 

医療、福
祉 

複合サ
ービス
事業 

サービ
ス業(他
に分類
されな
いもの) 

公務 
(他に分
類され
るもの
を除く) 

左記以
外のも
の 

合 計 10,869 43 15 8 598 ①6,085 218 70 433 ②939 87 24 113 296 407 29 ③820 115 269 256 44

普 通 2,762 9 3 6 89 ①1,418 18 18 119 ③192 8 4 16 102 177 13 ②309 23 57 166 15

農 業 614 24 - - 19 ①365 1 - 16 33 2 - 3 22 ②53 - ③39 17 15 4 1

工 業 3,949 2 1 1 ②415 ①2,744 136 14 131 ③151 7 9 45 31 25 2 34 19 115 43 24

商 業 2,342 1 - 1 49 ①1,025 53 36 117 ②435 59 10 39 87 99 11 ③196 45 56 20 3

水 産 86 - ②11 - 1 ①52 - - 3 ③9 - - - 1 4 - 1 1 2 1 -

家 庭 416 1 - - 3 ①174 - 2 11 ③54 7 1 2 34 31 2 ②75 5 13 - 1

看 護 30 - - - - ②1 - - - - - - - - - - ①29 - - - -

福 祉 86 - - - 1 ③2 - - - ②3 - - - - - - ①78 1 1 - -

その他 53 - - - ③6 ①27 - - ②8 2 - - - 1 3 - 1 - 1 4 -

総 合 531 6 - - 15 ①277 10 - 28 ②60 4 - 8 18 15 1 ③58 4 9 18 -

○平成 24 年３月卒業の本県職業学科の生徒は、６割弱が就職、４割弱が進学（大学等、専修学校、公共職業能力開発施設等含む）。就職者の割合は、工業科が最も高

く、進学者の割合は、家庭科で最も高くなっている（５年一貫教育を含む看護科を除く）。 

○職業学科における産業別の就職者の割合では、製造業が最も高く、工業科以外でも多くの学科で製造業に就職している。 

※大学等進学者：大学、短期大学本科、通信教育部・放送大学、その他（高校の専攻科等）

※専修学校（一般課程）及び各種学校：予備校通学者を含む。  

本県の進路状況の推移 

２ 本県新規高等学校卒業者学科別の産業別就職者数（H24 国・公・私立、全・定の計）

※○数字は、各学科における産業別就職者数の１位から３位を示す。網掛けは、各学科の産業別就職者数１位を示す。 

５

職業学科の進路状況について 



 

１ 職業学科における学科改編や新設校について 
 

 

 

 
 
(1) 近年の学科改編状況等   

学 科 年度 高校名 内容 

農業に関する 

学科 
H21 

新城高校 

園芸科 → 園芸科学科 
○園芸作物栽培の基礎的な知識・技術、ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰの技術、生
産物の流通を習得し、地域社会に貢献できる人材を育成。 

生活科学科 → 生物生産科 
○生物を育てる基礎的な知識・技術、伝統的農産物の加工、ﾋｭｰﾏ
ﾝｻｰﾋﾞｽを習得し、地域社会に貢献できる人材を育成。 

農業工学科 → 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 
○環境の保全にかかる知識・技術、自然と共生する社会の実現を
目指す人材を育成。 

作手高校 

生活・経営科 → 人と自然科 
○自然科学、人文科学、外国語等の幅広い知識・教養を身に付け、
将来の地域の教育、文化、暮らしの充実に貢献する人材を育成
（まなびの森コース）。 
○農業を中心とした専門科目の体験的・実践的な学びを通して、
将来の地域の産業を担う人材を育成（大地のめぐみコース）。

工業に関する 

学科 
H24 起工業高校 

ﾃｷｽﾀｲﾙ科 → 電子機械科 
○制御に関する基礎的・基本的な知識・技術を習得させ、高品質
化が進んでいる産業界において活躍できる人材を育成。 

商業に関する 

学科 

H21 新城高校 
商業科 → 情報会計科 
○ビジネスの基礎知識、実務技能を習得し、情報処理能力と経営
能力を身に付けた人材を育成。 

H25 古知野高校 
観光ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ 
○ホスピタリティ（おもてなし）の精神を育み、観光産業全般で
活躍できる人材を育成。 

家庭に関する 

学科 

H21 

桃陵高校 
生活福祉科 → ﾋｭｰﾏﾝｹｱ科 
○「ﾋｭｰﾏﾝｹｱ」をキーワードとして、生活産業・医療・福祉・教
育などの分野で活躍できる人材を育成。 

宝陵高校 
商業家庭科、生活福祉科 → 福祉科 
○老人福祉医療や障害者施設等で福祉職、医療職として活躍でき
る人材を育成。 

新城高校 
（生活科学科） → 生活創造科 
○地域における食育や生活文化の伝承に貢献できる人材を育成。

H22 一宮高校 
被服科 → ﾌｧｯｼｮﾝ創造科 
○ﾌｧｯｼｮﾝ造形や保育に関する専門的知識や技術を習得し、豊かな
ﾗｲﾌｽﾀｲﾙを創造する能力と態度を身に付けた人材を育成。 

福祉に関する 

学科 
H25 宝陵高校 

社会福祉実践ｺｰｽ・医療看護進学ｺｰｽ 
○社会福祉分野の学習を基盤に、将来の東三河地区の福祉・医療
を支える人材を育成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

○本県の職業学科では、国際化・情報化の進展等による社会の変化や生徒の興味・

関心、進路希望の多様化等に対応した学科改編等を積極的に行っている。 

職業学科の魅力ある取組について 
(2) 愛知総合工科高等学校（平成 27 年４月開校予定） 
  （Aichi High School of Technology and Engineering ） 
 

・質・量ともに日本一のものづくり技能者を有する本県の産業を、さらに発展させていくため、

本県の工業教育の中核となる高等学校を設置。 

・県内初の機械・電気系の学科をもつ２年制課程の専攻科を併設し、工業に関する知識や技術・

技能を深化、高度化、熟練化することにより、本県の産業基盤を支える高度な技術・技能を

習得する。 

・専攻科では、より難度の高い資格（複数の技能士等）の取得を目指すとともに、デュアルシ

ステム（３か月程度の企業実習）を行って、即戦力となる人材を育成する。 

 

 

 

就 
 
 
 
 

職 

     

電気系 

（３学級） 

・電気科① 

・電子情報科② 

 情報通信ｺｰｽ 

 ﾛﾎﾞｯﾄｺｰｽ 

建設系 

（１学級） 

・建設科① 

 

デザイン系 

（１学級） 

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学科

① 

化学系 

（１学級） 

・環境化学科①

機械系 

（４学級） 

・機械加工科②

・機械制御科②

企 業 等 

ｽｰﾊﾟｰ技術者･技能者
（自動生産や機械では代替できない

1/1000㍉を仕上げる技術者・技能者）  

ﾌﾛﾝﾃｨｱ技術者･技能者 
（幅広い製作要求に応えられ、技術 
開発もできる技術者・技能者) 

ﾊｲﾃｸ技術者･技能者 
（最新機械を使いこなすこと 
 ができる技術者・技能者） 

先端技術システム科 

（１学級）20人 
自動車・航空産業コース 
エネルギー産業コース 

産業システム科 

（１学級）20 人 
生産システムコース 
情報システムコース

（高度な技術・技能の習得） 

専攻科（２年制、２学級×20 人） 

デュアルシステムの導入 

(地元産業の伝統技術・熟練技能の継承) 

他
校
の
工
業
高
校
生

大学等 

本科（３年制、10 学級×40 人）

○募集は一括くくり募集（総合技術科）を行う。 

・1年次にすべての学科の基礎的な技術・技能を学ぶ実習を行う。 

・２・３年次に総合選択科目を導入する。 
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２ 職業学科における実践的な活動 

○地域や学校の実態、生徒の特性、進路等を考慮し、体験的な学習や地域企業と

の連携を図った実践的な教育活動を積極的に実施。 

［ねらい］ 

・時代の変化に適切に対応する実践力の深化。 

・課題を探究して解決する力、自ら考え行動して適応していく力、コミュニケ

ーション能力等の育成。 

(1) 農業科 
 ○農業高校生フラワーフェスタ 
  ・県内の全ての農業高校がジェイアールセン

トラルビル(株)と連携。 

・名古屋駅のセントラルビル２Ｆのテラスに

おいて、生徒が育てた植物を造園装飾士と

ともに飾り付け、憩いの場を提供。 

・農業高校の学習成果を広く紹介する。また、

地域の方々とコミュニケーションを図る。 

 

 ○農産物の即売 
・農業高校では毎週決まった曜日や各種イベ

ント等において、実習で生産した新鮮な野

菜や作物、鶏卵等を地域の方々に販売。 

・学校と地域をつなぎ、販売という活動を通

して得た知識や人との接し方は、キャリア

教育としての視点からも有意義な取組。 

 
(2) 工業科 
 ○愛知県工業高校生ロボット競技大会 

・H25 年度で第６回。工業教育の充実、発展に

資することを目的として開催。 

・工業高校生が幅広い技術が要求されるロボ

ットの製作を通して、ものづくりの楽しさ

や加工技術、チームワークの大切さを学ぶ。 

 

 ○地元企業と連携したものづくり 

・溶接の卓越した技術をもった地元企業にお

いて、技術指導を受け、学校の時計塔のカ

バーを製作。 

・地域産業や地域社会との連携・交流を通じ

た実践的教育を推進。 

【高校生が栽培した花の装飾】 

【即売の様子】 

【大会の様子】

【企業実習の様子】

７ 

(3) 商業科 
○地元企業と連携した商品開発 

  ・新学習指導要領の新設科目「商品開発」に対応。 

・消費者の視点に立って商品を企画・開発し、流通

活動を促進する能力と態度を育成。 

 【開発商品例】 

・ごんぱんだ（県立半田商業高校）  

◇災害時の備蓄用として長期保存ができ、柔らか

くて甘いパン「ごんぱんだ」を地元企業と共同

開発。売上金額の一部を義援金とする。 

  

○商店街と連携した店舗経営 

・商品の仕入れや接客、販売などの実習を通じて、

マーケティング活動を適切かつ合理的に行う能力

と態度を育成。 

【店舗経営例】 

 ・ＯＫＡＳＨＯＰ（県立岡崎商業高校） 

◇オリジナル開発商品「天下シリーズ」の販売を

主に、高齢者を対象にした宅配事業「おやつ定

期便」を始めるなど、活動の幅を広げている。 

 
(4) 水産科 
○実習船「愛知丸」で漁獲したカツオを使った商品開発 

・地域の企業との連携した取組として、実習船「愛

知丸」で漁獲したカツオを活用した商品を開発。 

【開発商品例】 

・「愛知丸ごはん」（県立三谷水産高等学校） 

◇地元の老舗つくだ煮業者と、水産食品科の生徒が

協力して新食感のジュレタイプのつくだ煮を開

発。 

 

○漁業協同組合と連携した実習 

・漁業協同組合所属の漁船に生徒が乗り込み、三河湾

にて、漁師の方の指示・指導のもと、底引き網実習

を実施。 

・魚介類の選別等に関する指導により、実用的な漁業

技術の習得。 

【開発商品】 

【開発商品】

【店舗経営】

【漁業実習】 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 家
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(6) 看
 ○地
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・

・
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合させ、

幼稚園交流

・近隣の幼

・食べ物が

好き嫌い

どを、野

切さを園

看護科 
地元小学校

・健康教室

やグルー

ミュニケ

等の育成

風邪予防の

・小学校４

・テレビア

や説明文

いの仕方

福祉科 
ボランティ

市役所・

ィア活動

デイサービ

デイサー

寸劇を披

方言や食

継承。 

園との交流

発達段階

」、被服分

、地元幼稚

流会】県立
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が体の成長

いなく食べ

野菜や果物
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室の開催を

ープワー

ケーショ

成。 

の健康教室

４年生の児

アニメのキ

文を掲示

方を小学生

ィア活動の

社会福祉

動を実施。

ビス施設訪

ービスの施

披露するな

食べ物、文

流 

を学ぶた

分野の科目
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クを取り
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の実践 
祉協議会と

 

訪問】県立

施設を訪問

などの交流

文化、風習

め、食物

目「手芸」

交流会を

等学校 

実施。 

て必要で

が大切で

布で作り

すく説明。

、地域社

入れ、看

人権を尊

桃陵高等
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ターにな

邪予防のた

を交えな

と連携し

立高浜高等
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流を実施。

習などの
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の内容を
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であること
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３ 職業学科で学ぶ誇りの醸成と理解の促進 
 

 

 

 

 

 

 
 
(1) あいちさんフェスタ 

  ・平成22年度から平成24年度の３年間、尾張地区・三河地区の２会場で実施。 

  ・学科紹介、作品展示、展示即売、研究発表等を実施し、中学生の進路選択の一

助とするとともに、県民の理解を促進。 

 
あいちさん 

フェスタ 
日付 尾張地区 日付 三河地区 

2010 11月７日（日） 金山総合駅 11月20日（土） 豊橋駅 

2011 11月３日（日） 金山総合駅 10月29日（土） 
刈谷駅広場 

刈谷市総合文化ｾﾝﾀｰ

2012 10月27日（土） 金山総合駅 11月３日（土） 刈谷市産業振興ｾﾝﾀｰ

 

 

(2) 第23回全国産業教育フェア愛知大会（右ページを参照） 

・開催日時及び会場 

 日時 平成25年11月９日（土）、10日（日） 

会場 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）、愛知県体育館、 

    刈谷市産業振興センター、刈谷市総合文化センター 

・主催、共催 

  文部科学省、愛知県、愛知県教育員会、名古屋市、名古屋市教育委員会、公

益財団法人産業教育振興中央会、全国産業教育振興会連絡協議会、愛知県産業

教育振興会・刈谷市 

・内容等 

◇次代の産業界を担う人材の育成と産業教育の一層の充実・発展を目

指し、専門高校における日頃の学習成果を広く紹介。 

◇全国有数の産業立県である本県から、新しい時代に即した産業教育

の在り方を発信するとともに、「ものづくり県愛知」の技術を全国

に積極的に広報。 

 

 

○職業学科では、生徒に将来のスペシャリストとして活躍することの自覚と誇り

をもたせるとともに、県民に学習成果等を積極的に広報し、魅力と役割の理解

を促す必要がある。 
・「あいちさんフェスタ」開催 
・「第23回全国産業教育フェア愛知大会」開催 
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